
平成26年度 全国障害者総合福祉センター（戸山サンライズ）

研 修 会 概 要

研 修 会 名 目 的 受 講 対 象 等 研 修 期 間 日 数 定 員 資 格 認 定 等

新規新規新規新規 障害者が自らの意志により、望む生活をし 各障害福祉サービス事業所の職 １月１０日（土） ２日 ７０名

ていくためには、支援者等との円滑なコミ 員、その他障害者福祉に関わる ～１月１１日（日）

障害児・者とのコミュニケーショ ュニケーションは欠かせない。「コミュニ 者。

ン技術研修会 ケーションのスキル」は、あらゆる支援場

面において「利用者の意向に添った支援」

を実現させるための根本を成すものであ

る。

そこで、障害者とのコミュニケーションに

関する理論や技術を研修することにより、

利用者との円滑なコミュニケーションの確

立を目的とする。

障害者地域生活支援従事者研修会 障害者が地域において、自らのニーズに基 市町村､障害者福祉センター、相 ＜第１回＞ ４日 １００名

づき、保健、医療、福祉等各種サービスか 談支援事業所、障害福祉サービ ７月１５日（火）

ら必要なサービスを選択し、尊厳をもっ ス事業所及びその他関係機関等 ～７月１８日（金）

て、その人らしく安心して生活を送れるよ において障害者の地域生活支援

う支援することが重要である。 業務に携わる者。 ＜第２回＞ ４日 １００名

そこで、地域生活支援業務に必要な知識及 １１月１１日（火）

び技術について研修し、関係職員の資質の ～１１月１４日（金）

向上並びに地域生活支援体制の円滑な運営

の確保を図ることを目的とする。

『個別支援計画』作成および 個別支援計画に対する考え方、手法などを 各事業所の個別支援計画作成担 ＜第１回＞ ２日 ７０名

運用に関する研修会 検討し、より利用者に寄り添った個別支援 当者及びサービス管理責任者、 ９月２０日（土）

計画が作成され、利用者の個性に合わせた また、現在個別支援計画の作成 ～９月２１日（日）

計画が作成されることにより、豊かな日常 および運用に関わっている者。

生活を送ることができるようになることを ＜第２回＞ ２日 ７０名

目的とする。 １月２４日（土）

～１月２５日（日）

＜第３回＞ ２日 ７０名

３月７日（土）

～３月８日（日）

障害者施設 新任職員コース 障害者施設等の新任職員に対し、施設の一 障害者施設等に現に従事してい ６月１１日（水） ３日 ７０名

職員研修会 員として活躍できるよう必要な知識等につ る新任職員（異動による新任を ～６月１３日（金）

いて研修し、施設運営等の円滑化を図るこ 含む）。

とを目的とする。

機能訓練・健康管 障害者施設等の機能訓練担当者及び健康管 障害者施設等において機能訓 １０月１５日（水） ３日 ７０名

理担当者コース 理担当者に対し必要な知識、技術等につい 練、健康管理等を担当する者。 ～１０月１７日（金）

て研修し、障害者支援サービスの向上と施

設運営の円滑化を図ることを目的とする。



研 修 会 名 目 的 受 講 対 象 等 研 修 期 間 日 数 定 員 資格認定等

障害者福祉センター等職員研修会 身体障害者福祉センター等の施設長及び幹 身体障害者福祉センター（Ａ ９月２５日（木） ２日 ５０名

部職員に対し、国の障害者福祉行政等新し 型、Ｂ型）及び従来障害者デイ ～９月２６日（金）

い情報を提供するとともに地域の障害者生 サービス事業を実施していた障

活支援および施設経営等の知識について研 害者自立支援法に基づく生活介

修し、施設運営の充実、強化を図ることを 護事業所、地域活動支援センタ

目的とする。 ー等の施設長等幹部職員及び中

間管理職員。

（開催地：兵庫県西宮市）

身体障害者福祉センター（Ａ ２月１９日（木） ２日 ５０名

型、Ｂ型）及び従来障害者デイ ～２月２０日（金）

サービス事業を実施していた障

害者自立支援法に基づく生活介

護事業所、地域活動支援センタ

ー等の施設長等幹部職員及び中

間管理職員。

障害者サービス 障害特性や保健福祉サービスを円滑に提供 都道府県、市町村、福祉事務 ＜ベーシックコース＞ ４日 １００名

コーディネーション研修会 するためのコーディネーションの理論と手 所、相談支援事業所、社会福祉 ７月１日（火）

法について研修し、障害者の地域での自立 協議会、保健所、障害者施設等 ～７月４日（金）

した生活を支援することのできる優れた人 に所属し、地域において障害者

材を養成することにより、障害者の地域福 福祉に携わる者。

祉の推進に寄与することを目的とする。

地域生活支援業務に携わる者に対してより 地域生活支援業務に携わる者 ＜アドバンストコース＞ ３日 ５０名

実践的な研修を実施し、地域で中心的存在 で、リーダーを目指す者（現 １２月１９日（金）

と成りうる人材を養成することを目的とす 在、リーダーとして活躍中の者 ～１２月２１日（日）

る。 を含む）。

障害者のためのレクリエーション 障害者の個々のニーズに対応したレクリエ 障害者施設等において障害者の ＜第１回＞ ３日 ５０名

支援者養成研修会 ーション支援の理論と手法について研修 レクリエーション支援に携わる ９月５日（金）

し、障害者が潤いある豊かな生活を送れる 者。 ～９月７日（日)

ように支援することのできる人材を養成す

ることにより、障害者の自立と社会参加の ＜第２回＞ ３日 ５０名

推進に寄与することを目的とする。 １月１６日（金）

～１月１８日（日)

障害者スポーツ指導員養成研修会 障害者の適性に応じた運動競技種目及び身 日本社会福祉教育学校連盟加盟 ８月５日（火） ４日 １００名 修了者は（公財）

【学生対象】 体運動の実施方法並びにリハビリテーショ 校及び教育学系・体育学系の学 ～８月８日（金） 日本障害者スポー

ンとの関連性等について研修を行い、障害 生で社会福祉を専攻し、かつ障 ツ協会公認「初級

者スポーツの指導に習熟した指導者の養成 害者のスポーツ・レクリエーシ スポーツ指導員」

を図ることにより、障害者スポーツの推進 ョン活動に興味があり、今後の の資格取得を申請

に寄与することを目的とする。 障害者スポーツ活動の振興に貢 することができ

献する意欲のある者。 る。

※ 上記の研修会概要は都合により変更することがあります。


